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【方法】名古屋市立大学病院通院中、術後 6 か月以上経過した 20 歳から 49 歳の再発・転移のない乳
がんサバイバーを対象とし、単群での前後比較試験を行った。連続サンプリングを行い、主治医より
適格基準を確認し、研究に登録した。本研究は倫理委員会の承認を得て実施し、患者に文書にて説明
し同意を得た。対象者は介入により 2 週間から 4 週間かけ問題解決療法を学習し、その後、生活上で
の実際の問題に対し第 8 週まで問題解決療法を実践した。実施可能性は、介入への参加の意向を示し
たサバイバーの割合である参加率、問題解決療法を実践した割合である完遂率を用いて評価した。予
備的有効性は、再発不安の測定尺度 Concerns About Recurrence Scale (CARS)を開始時、第 4 週、
第 8 週で施行し、その変化によって検討した。また、不安・抑うつ、QOL、実存的苦痛、ニード、問
題解決能力を副次的に評価した。予備的有用性の解析は、反復測定分散分析、多重比較を用いた。 
【結果】適格者 87 名中、41名が参加の意向を示し、目標症例数を超過した 3 名を除き 38名が研究
に参加した。体調不良にて 1 名が脱落したが、37名は完遂した。参加者の平均年齢は 44歳であり、
病期Ⅱ期の患者が 66％を占め、大部分が補助療法を受けていた。参加率、完遂率は 47.1％、97.4％
であった。CARSは、開始時から 8週間で有意に減少した(P=0.01)。多重比較では、第 4週から第 8










介入の effect size、介入効果の持続性など 8項目の質問を行った。また第一副査の中西教授から
は、早期である stage I が多い理由、トリプルネガティブ患者の割合、結果に対する個々のソーシャ
ルサポートの影響、術後補助療法の受療者の割合、並存身体疾患の結果への影響、スマートフォンに
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